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2023年5月15日 

各 位 

会 社 名 アルフレッサ  ホールディングス株式会社 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長  荒川 隆治 

 (コード番号２７８４ 東証プライム) 

問合せ先 執行役員 ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ部長 羽野 和明 

 (TEL：０３－５２１９－５１０２) 

 

「アルフレッサグループ中長期ビジョン」策定のお知らせ 
 

当社は、2023年5月15日開催の取締役会において、アルフレッサグループの更なる企業価値向上

を実現すべく、2032年度までの中長期的な事業戦略および財務・資本戦略 「アルフレッサグループ 

中長期ビジョン」を決議しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

なお、中長期ビジョンの詳細につきましては、添付資料をご参照ください。 

 

記 

 

１．「アルフレッサグループ中長期ビジョン」策定の背景と目的 

アルフレッサグループの更なる企業価値向上に向け、3年間の 22-24中期経営計画の先、2032年

度までの方向性を中長期ビジョンの中で、事業戦略および財務・資本戦略として策定いたしました。 

 

２．「アルフレッサグループ中長期ビジョン」の概要 

 

（１）中長期（2032年度まで）に目指す主な目標 

売上高 ：4兆円 

営業利益 ：700億円以上 

ROE ：8%以上 

 

（２）事業戦略（トータルサプライチェーンサービスの強化・拡大） 

医療用医薬品等卸売事業の強みであるお取引先との強固な信頼関係、高機能な物流インフラ、豊

富な人的資本を価値創造の源泉として、事業戦略を構築・遂行し、基盤事業の強化、成長事業の育成

および新規事業の開発を通じて事業ポートフォリオの拡大と変革を行い、経済的価値である利益拡大

を目指すとともに、健康・医療分野の様々なステークホルダーへ向けた社会的価値の創出に繋げてま

いります。 

 

（３）財務・資本戦略 

資本効率と安全性を両立した中長期的な最適資本構成に向けて B/Sコントロールを実施します。 

また、株主還元として DOE の段階的な向上を目指すとともに、自己株式取得を機動的に実施するこ

とで、８％以上の ROEを目指します。 

 

以 上 
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◆基盤事業の収益性強化および成長事業・新規事業の収益
拡大による利益成長

１．基盤事業：仕入先・販売先から選ばれるリーディングカンパニー卸

２．成長事業：メディカル品(医療機器・診断薬・栄養食品等)

セルフメディケーション卸売事業におけるセルフプリベ

ンション(SP)商品

製造事業における受託事業拡大・新規開発医薬品

３．新規事業：再生医療等製品関連事業

デジタルツール活用によるつなぐ活動

医療周辺ビジネスへ

◆DOE2.4%以上(22-24中計期間)、以後も段階的に向上
◆自己株式取得350億円(2023年度)、以後も機動的に実施

１．資本効率（ROE）と社会インフラ企業としての安定した財務基盤

の両立を目指し、中長期的な最適資本構成を設定

（自己資本比率30%台前半から半ばを目途）

２．企業価値の持続的向上の為の継続投資、最適資本構成、安定的な

株主還元の一体的検討による最適なキャッシュ・アロケーション

３．持続的・安定的な配当水準の向上を重視しDOEを段階的に向上

最適資本構成を見据え機動的に自己株式取得を実施

中長期(2032年度まで)に目指す主な目標

売上高 4兆円
営業利益 700億円以上
ROE 8%以上

事業戦略 財務・資本戦略
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「アルフレッサグループ中長期ビジョン」全体像

【社会】人的資本への積極的投資 【ガバナンス】ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽの徹底【環境】CO2排出削減・効率化推進

非財務(ESG)戦略

ヘルスケアコンソーシアム®の実現追求と B/S コントロールによる資本効率の改善によって
中長期的に企業価値を向上



「アルフレッサグループ中長期ビジョン」策定の背景
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当社株価が2020年以降PBR１倍割れで推移していることを課題と捉え､現状認識を整理した上で
市場評価向上のための対応として､中長期的な企業価値向上に向けた施策の方向性を中長期ビジョンとして策定

背景と課題整理

（資本）
✓ 十分な財務健全性を確保するも、

最適資本構成の観点でB/S効率化余地有

（収益）
✓ 急激な環境変化への適応は道半ば

– 薬価中間年改定開始（2021年度～）
– 物価高に伴うコスト上昇等

✓ 入札指名停止処分に伴う一時的な影響
– 2019/11発覚の独占禁止法違反事件

更なる資本効率向上に向け
B/Sコントロールの強化が重要

一過性要因は収束見込も、定常収益
水準への回復には更なる対応策が必要

（成長性）
✓ 急激な環境変化に伴い当社のみならず、

業界全体に対する市場の成長期待が低下

早期の収益回復に加え、
魅力ある成長戦略の策定/実行が課題

現状認識

PBR

ROE

PER

2020年以降
PBR1倍割れが継続

10倍台で推移し、
大幅な伸びに至らず

資本コストを概ね上回るも、
2020年度以降は8％を下回る

環境変化を
踏まえた

基盤事業および
成長･新規事業の

利益拡大

中長期ビジョン

最適資本構成を
見据えた

財務・資本戦略
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中期経営計画

サステナ
ビリティ
基本方針

企業
理念

なりたい姿
（長期目標）

・
中長期ビジョン

私たちの思い：すべての人に、いきいきとした生活を創造しお届けします

私たちの目指す姿：健康に関するあらゆる分野の商品・サービスを提供できるヘルスケアコンソーシアム®をめざします

私たちの約束：７つの約束と｢安心｣｢安全｣｢誠実」

すべての人に、いきいきとした生活を創造しお届けします

「すべての人がいきいきとした生活」を送るためには、持続可能な社会の実現が重要であると考えています。

私たちアルフレッサグループ理念体系に整合した事業活動を通じて社会・環境課題の解決に取り組み、
全ての人々が健康に暮らせる社会の発展に貢献し、持続的な企業価値の向上を図ります。

健康に関するあらゆる分野の商品・サービスを提供できるヘルスケアコンソーシアム®の実現追求

ヘルスケアコンソーシアム®の実現追求とB/S コントロールによる資本効率の改善によって
中長期的に企業価値を向上

2025年3月期 数値目標
売上高 2兆7,000億円
売上高営業利益率 1.5%以上
投資計画（累計） 1,200億円
株主還元 DOE2.4%以上

22–24 中期経営計画 未来への躍進 ～進化するヘルスケアコンソーシアム®～
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「アルフレッサグループ中長期ビジョン」の位置づけ

①『事業モデルの強化』と『新たな価値の創造』
②『グループ一体となった取り組み』による地域の健康・医療への貢献
③『環境保全への取り組み等』を通じたサステナブル社会への貢献
④『ダイバーシティ』を中心とした人財戦略の推進
⑤『コンプライアンス』を最重要とする企業風土の醸成



営業利益率 1.1% 1.2％ 1.5％ 段階的な向上
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中長期ビジョン
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目指す目標の達成に向けたロードマップ

22-24中期経営計画期間

総投資額 3年累計 1,200億円 25-32累計3,200億円

営業利益 301億円 320億円 405億円 700億円以上

売上高

自己資本比率 36.4％ ― ― 30％台前半から半ばを目途

ROE 5.4% ― 8％以上

DOE 2.4％ 2.8％ 2.4％以上 段階的な向上

自己株式取得 ― 350億円 機動的な実施の継続

4兆円

2022年度
実績

2024年度
中期経営計画

(2022年5月発表時)

2023年度
計画

中長期(2032年度まで)
に目指す目標

記念配当10円実施

利益率向上・総資本回転率改善に
より､資本コストを上回るＲＯＥを
目指す(年度毎に段階的な向上)

2兆6,960億円 2兆7,400億円 2兆7,000億円以上

3年累計
総還元性向100%



価値創造の源泉
(医療用医薬品等卸売事業の強み)

事業戦略
(トータルサプライチェーンサービスの強化･拡大)

基盤事業の強化

新規事業の開発

成長事業の育成

Copyright © Alfresa Holdings Corporation All Rights Reserved.
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【事業戦略】社会価値創造ストーリー

社会価値創造へ

・国内外の企業(メーカー､ベンチャー)へ
製造･流通･新たなサービスにより貢献

ヘルスケア･イノベーション

・患者様の医薬品アクセスの向上
・お客様の健康･予防
・QOL向上への貢献

健康寿命の延伸

・医療従事者の働き方改革
・医療機関の経営効率化
・地域包括ケアシステムなどへの貢献

地域医療への貢献

◆国内ナンバー１の売上シェア
◆17万軒以上のお得意様
◆約1,680社の取引メーカー

お取引先との強固な信頼関係

◆全国220の物流拠点による安定供給体制
・全国16か所の大規模物流センター
・全国4か所の都市型医薬品センター
・全国9カ所の再生医療等製品保管庫
・東西2か所の再生医療流通ｽﾃｰｼｮﾝ

高機能な物流インフラ

◆約2,800人のMS(ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ)
◆2,000人を超える医療経営士
◆2,000人を超えるセールスアシスタント

豊富な人的資本

DXの展開
(業務改革･情報活用･事業創造)
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【事業戦略】事業ポートフォリオ拡大･変革のイメージ（売上高）

既存 新規

成
長

強
化

・メディカル品
(医療機器・診断薬・栄養食品等)

・セルフプリベンション(SP)商品
・ニューチャネル
(セルフメディケーション卸売事業)

・医薬品等製造受託
(高薬理活性製剤)

・新規開発医薬品
・PMS事業 など

・再生医療サプライチェーン
・ヘルステック､データビジネス
・医療周辺事業
(ビューティ、アニマル)

・調剤センター事業 など

・医療用医薬品卸売事業(売上シェア27.5％)
エリアシェア・仕入先シェア拡大
スペシャリティ医薬品拡大
配送効率化・DX など

・セルフメディケーション卸売事業
・医薬品等製造事業
・調剤薬局事業

新規事業（1,500億円）成長事業（8,500億円）

基盤事業（3兆円）

インオーガニック成長含む

既存 新規

成
長

強
化

・メディカル品
(医療機器・診断薬・栄養食品等)

・セルフプリベンション(SP)商品
・ニューチャネル
(セルフメディケーション卸売事業)

・医療用医薬品卸売事業(売上シェア23.4％)
・セルフメディケーション卸売事業
・医薬品等製造事業
・調剤薬局事業

成長事業(約2,500億円)

基盤事業(約2兆4,500億円)

・再生医療サプライチェーン
(セルリソーシズ)
・ヘルステック､データビジネス
(ｹﾞｯｶﾜｰｸｽ､ﾍﾙｽﾃｯｸ企業との提携)

新規事業(―)

アルフレッサグループ中長期ビジョン22-24中期経営計画期間

2兆6,960億円

301億円

5.4%

2022年度（実績値）

4兆円
700億円以上

8%以上

2032年度（目標値）

売上高

営業利益

ROE

トータルサプライチェーンサービスの強化･拡大
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【事業戦略】中長期に目指す事業領域とシナジー
(トータルサプライチェーンサービスの強化・拡大) 成長事業 新規事業 基盤事業

患者様

お客様

ニューチャネル

ドラッグストア・薬局等

病院・診療所・歯科等

ビューティ

アニマル

調剤薬局

医療用医薬品等卸売事業

セルフメディケーション
卸売事業

医療関連事業

医薬品等製造事業

ｾﾙﾌﾌﾟﾘﾍﾞﾝｼｮﾝ(SP)商品

メディカル品

スペシャリティ医薬品

再生医療ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝｻｰﾋﾞｽ

PMS事業

ﾍﾙｽﾃｯｸ・ﾃﾞｰﾀﾋﾞｼﾞﾈｽ

メーカー等

高薬理活性製剤製造

製造受託

調剤センター

データビジネス

患者様､お客様､
お取引先等

国内外の研究開発型企業

バイオベンチャー

新規開発医薬品



今中計期間中は1,200億円規模の投資を計画
更なる成長へ向け､「アルフレッサグループ中長期ビジョン」においては3,200億円の投資

22-24中計の投資の進捗と計画、および中長期ビジョンにおける投資計画

9
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【事業戦略】22-24中計と中長期ビジョンにおける投資

22-24中計 投資計画

22-24中計 3年累計 2022年度実績 2023～2024年度残

事業継続投資
（設備投資）

700億円 238億円 462億円

M&A､新事業領域投資 400億円 51億円 349億円

システム投資
DX投資

100億円 23億円 77億円

合計 1,200億円 312億円 888億円

2025～2032年度計

300億円

2,500億円

400億円

3,200億円



10
Copyright © Alfresa Holdings Corporation All Rights Reserved.

【財務･資本戦略】中長期的に目指すB/Sイメージ（最適資本構成）

自己資本比率 36.4%
ROE             5.4%

自己資本比率 30％台前半から半ばを目途
ROE                8.0%以上

総資産

純資産

負債

外部借入

抑制

2022年度実績 目指すべきB/S像

総資産
1兆3,398億円

純資産
4,883億円

負債
8,515億円

手元流動性
約1,601億円

財務健全性を勘案し
ながら、資金調達は
負債活用も検討

DOEの段階的な向
上を目指すとともに、
最適資本構成を見据
え、自己株式取得を
機動的に実施

政策保有株式
561億円

政策保有株式

手元流動性

• 財務健全性を維持しつつ（目安：外部信用格付A＋格）
自己株式取得を機動的に実施し、自己資本の積み上がり
を抑制

• 手元流動性は現状水準を維持

縮減

資本効率と安全性を両立した最適資本構成に向け、B/Sコントロールを実施
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負債活用：
財務健全性を勘案しながら、
資金調達は負債活用も検討

営業
キャッシュ･フロー

事業継続投資/
成長投資
1,200億円

株主還元
720億円

うち 自己株式取得
350億円

原資 配分 事業継続投資/成長投資：
企業価値の持続的な向上に向けた積極的な
投資

株主還元：
3年累計総還元性向100％

配当：
DOE2.4%以上
2023年度記念配当（20周年/年間10円)

自己株式取得：
過去最大規模の自己株式取得
取得株数上限2,100万株
(発行済株式総数(自己株式を除く)に対す
る割合10.4％)*

22-24中計：キャッシュ・アロケーション（イメージ）

政策保有株式
縮減

政策保有株式縮減:
2024年度までに純資産比10%
未満までの縮減を目指す

負債活用

Copyright © Alfresa Holdings Corporation All Rights Reserved.

【財務･資本戦略】22-24中計キャッシュ･アロケーション

*2023年5月15日『自己株式取得に係る事項の決定に関する
お知らせ』を開示していますのでご参照ください。

負債活用も検討しつつ､営業キャッシュフローと資産売却により､
1,200億円の事業継続投資と成長投資､および3年累計総還元性向100％を計画
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～2024年度：
純資産比10%未満へ
向けた縮減を進める

中長期的には
更なる縮減
を目指す

Copyright © Alfresa Holdings Corporation All Rights Reserved.

【財務･資本戦略】政策保有株式の縮減

（有価証券報告書記載ベース）

22－24中期経営計画期間に､純資産比10%未満を目標に縮減



26 
30 

33 
36 

39 
42 

50 
53 54 

57 59 

6

10 
2.0%

2.3%
2.4%

2.8%
一株当たり配当額(円)

記念配当(円)

DOE(％)

一株当たり配当額・DOE（実績・見通し）

設立以来19期連続増配

2023年度は20周年記念配当(年間10円)を実施

持続的・安定的な配当水準の向上を重視し
DOEを段階的に向上

150 
130 

150 

350 

13－15中計 16－18中計 19－21中計 22－24中計

計画

13

自己株式取得金額（実績・見通し／億円）

2024年3月期に過去最大350億円の自己株式取得を実施

最適資本構成(自己資本比率:30％台前半から半ばを目途）
を見据え機動的に自己株式取得を実施
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【財務･資本戦略】株主還元の強化
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